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激
し
い
宅
地
開
発

毎
年
九
万
人
前
後
に
も
達
す
る
人
口
の
急
増
に
と
も
な
っ
て
、
山

林
や
農
地
が
つ
ぶ
さ
れ
宅
地
が
造
成
さ
れ
た
。
こ
の
関
係
は
農
地

転
用
面
積
（
図
|
4
5
）
や
地
目
別
土
地
面
積
の
比
較
（
図
－
4
6
）

に
お
い
て
は
っ
き
り
と
表
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
八
年
度
か
ら

四
十
八
年
度
ま
で
の
間
に
区
画
整
理
事
業
や
開
発
許
可
等
に
よ
り

開
発
さ
れ
た
土
地
の
面
積
は
、
市
域
面
積
全
体
の
一
七
・
二
％
、

戸
塚
区
の
面
積
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
七
、
二
七
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な

っ
た
。
こ
う
し
た
激
し
い
宅
地
開
発
が
進
む
中
で
、
計
画
的
な
土

地
利
用
を
図
る
た
め
、
四
十
五
年
の
市
街
化
区
域
・
市
街
化
調
整

区
域
の
線
引
き
で
は
開
発
を
抑
制
す
る
市
街
化
調
整
区
域
が
で
き

る
限
り
多
く
と
ら
れ
、
市
域
の
二
五
％
が
指
定
さ
れ
（
図
－
4
8
）
、

さ
ら
に
四
十
八
年
に
定
め
た
新
し
い
用
途
地
域
で
は
、
住
み
よ
い

住
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の
第
一
種
住
居
専
用
地
域
が
市
域
の
三

三
・
七
％
と
一
〇
大
都
市
の
中
で
も
一
番
多
く
と
ら
れ
て
い
る

（
図
|
4
8
）
。

宅地造成面積と農地転用面積の推移図一45



図一47　用途地域別面積比較

　　　　(48.12.25現在)
図一46　減少する農地山林

図一48　大幅に指定した第一種佳居専用地域（48.12.25現在）
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宅
地
開
発
要
綱
で
四
四
校
分
の
小
中
学
校
用
地
を
取
得

昭
和
三
十
八
年
度
か
ら
四
十
八
年
度
ま
で
の
一
一
年
間
に
七
、
二

七
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
開
発
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
一
〇
大
都
市
比
較

で
は
神
戸
市
の
二
倍
以
上
の
面
積
と
な
っ
て
い
る
（
図
l
4
9
）
。
こ

う
し
た
開
発
の
進
行
は
、
道
路
・
下
水
道
・
公
園
・
学
校
な
ど
の

公
共
公
益
施
設
の
爆
発
的
需
要
を
生
み
、
市
の
行
政
に
は
ね
か
え

っ
て
き
た
。

し
か
し
、
急
激
な
上
昇
を
続
け
て
い
る
地
価
の
も
と
で
（
図
－

5
0
）
、
市
民
の
毎
日
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
、
公
園
・
学
校
な
ど

の
公
共
公
益
施
設
用
地
を
取
得
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
困
難
で

あ
る
。
そ
こ
で
横
浜
市
で
は
四
十
三
年
に
宅
地
開
発
要
綱
を
定
め
、

開
発
を
抑
制
す
る
一
方
、
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
開
発
を
行

な
う
者
に
公
共
施
設
の
整
備
と
学
校
等
の
公
益
施
設
の
用
地
を
安

く
提
供
す
る
よ
う
義
務
づ
け
て
き
た
。
こ
の
制
度
が
で
き
て
か
ら

六
年
間
に
、
小
中
学
校
四
四
校
分
や
公
園
そ
の
他
の
施
設
用
地
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
図
－
5
1
）
。

図一49　宅地開発状況10大都市比較（昭和38年度～47年度）
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図一51　宅地開発要綱により取得した用地（昭和43年度～48年度）

図一50　地価と物価の推移
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